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佐藤 省二 議員

「初期支援教室」の設置は必要

国内景気の現状に対する対策は

問　はじめて小中学校へ就学する外国人
児童生徒を対象に、学校教育で必要な生
活指導や初歩的な日本語指導を集中的
に行う取り組みについて伺う。 

問　年間14万5千人も利用している外
来の安心を約束するために、外来診療施
設として存続する事が不可欠であると思
うが。 

答　現在、初期支援教室を開設する必要が
生じている。その場所や人的配置など、設
置に向けて検討を進めており、できるだけ
早い段階で開設できるよう考えている。

答　助成制度を活用するとともに、他の産
地との差別化を図っていきたい。輸出促進
については、水田農業推進協議会で検討し
てもらうようお願いしたい。

デマンド型乗り合いタクシーの
導入はどうか

問　市民サービスの向上と効率的な運行
が可能と思うが、モデル地区を設定し、実
証運行する考えは。 

答　デマンド型運行は、長所もあるが、欠点
も多くある。見直しの中では、本市の現状に
はそぐわないという結論に至った。自主運行

答　新病院との機能分担を明確にして、保
健・医療・介護等を含めた福祉等を総合的
な視点から位置付けをした総合健康セン
ターのようなものを検討していきたい。

答　新病院との整合を図り、地域の保健、
医療、介護等を総合的に判断し、総合健康
センター的機能を持つ施設が望ましいと
考える。

「米」利用の新たな可能性を追求
すべきでは

新病院建設後の現病院のあり方は

問　大日の公園予定地には水田がある。沢
水や雨水を貯留し、せせらぎができれば、ほ
たるの育成が可能であると思うが、どうか。

答　井戸水を利用したせせらぎを計画し
ている。ほたるの繁殖しやすいような環境
に配慮したせせらぎづくりをしていきたい。

（仮称）大日ほたるの里公園で
ほたるの繁殖を

問　減反対策として米粉や飼料用米の活
用、袋井産米の輸出促進を検討すべきと
考えるが。 

答　新学習指導要領では、国語科の授業数
がふえることとなっている。本市で行ってい
る読書活動をより推進し、他教科でも言語活
動が重視されるよう各校に指導している。

英語よりまずは日本語の習得が
必要では

問　2011年度から「外国語活動」が必
修化される。国語授業のこれまで以上の
指導充実を望むが。 

問　景気悪化による市内企業の現状と失
業対策は。また、「緊急総合経済対策本部」
の設置や法人市民税の減収の影響は。 

答　庁内関係部署から組織する「緊急総
合経済対策本部」の設置をはじめ、国・県
との連携により支援体制の強化を図る。
法人市民税は、当初予算の20％程の減額
が予想される。

森町との合併の考えは

問　森町長の「新東名開通後の合併」発
言に対する市長の基本的考えは。 

答　同じ生活圏を持つ森町とは連携が必
要である。合併は順序として、先に森町民
全体の意志決定が重要であると考える。

問　スタッフの確保と現病院建物の利活
用はどの様に考えているのか。 

山梨中央通り線、袋井駅森線の
整備促進を

答　道路整備10箇年計画で位置づけてお
り、県へ整備の要望をしている。地元の検
討状況を踏まえて引き続き要望していき
たい。

問　新山梨幼稚園建設に伴う道路整備を
早急に進めるべきだと思うがどうか。 

答　24時間保育体制については、費用や施
設などの課題もあるので、具体的な運営方
法、潜在需要がどのくらいあるのかなどの点
も含め研究をしていきたいと考えている。

問　看護師などの働きやすい環境整備、
また人材確保としても必要ではないか。 

掛川市西部循環バスのＪＲ愛野駅
乗り入れは再度検討すべき

答　掛川市の地域公共交通会議で協議す
べきものと考えており、本市で開催する必
要はないと判断している。市民が可能な限
りいろいろな選択肢を持った方がいいと考
える。

問　一旦白紙撤回か、公共交通会議を袋
井市でも開催する考えはあるか。 

戸塚 文彦 議員

寺井 紗知子 議員

芝田 　二 議員

袋井市民病院 掛川市西部循環バスが乗り入れされるＪＲ愛野駅

袋井市民病院の院内保育所山梨中央通り線（JA山梨支店北側付近）

バスについて最小の経費で最大の効果がだ
せるよう年度末までに結論を出したい。

市民病院の今後の利活用は

袋井市民病院の24時間院内保育は
どうか
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